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たちで始まって、 4回生の 5月中旬に最初の内定獲得、 6月上旬に 4月以降勤務先の内定獲得
と、約 7ヶ月の活動、w活動量から見た平均像は、エントリーシート送付企業数21社、説明会
参加社数25～26社、筆記試験受験企業数12社強、面接受験企業数11社、会ったOB・OGの数

































































































それではデータを見ていこう。図表 1に、2008年 4 月以降の予定進路について示した。民間
企業への正社員就職者が 8割強と圧倒的多数をしめ、公務員・教員はごくわずかとなっている。
民間企業あるいは公務員・教員での非正規（派遣や契約、パート・アルバイト）・臨時的就業














































































































































































































































































3 回生 4 回生 
注 1 ） 「登録」＝就職活動支援サイトへの登録、「参加」＝企業セミナー・会社説明会への参加、「ES」＝エント 
　　リーシートの提出、「面接」＝初の人事面接、「 1 st内定」＝初めての内定獲得、「勤務先内定」＝ 4月以降 
　　勤務先の内定獲得 












5 . 63ヶ月となっている。第 3 に、さらに変動係数CV（＝標準偏差÷平均値）を見ると、総合
職は0 .438と 2番目に大きい。すなわち、平均活動期間が最長の上、内部でのバラツキも大きい。
なお一般職は、非正規を除けばバラツキは最小である（CV＝0 .347）。






























































続いては、地域移動パターン別に確認しよう。Q 1 「現在の住まい」とQ14の 3 ）「 4月以降
の住居・通勤」とを組み合わせて、「家族同居→親元から通勤」「家族同居→独居・寮から通勤」
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（ 4 段階） 
課外活動 








 3 回生10月まで 
 3 回生11－12月（基準） 
 3 回生 1月以降に説明会参加 
 5 社以下 
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得、 6月上旬に 4月以降勤務先の内定獲得と、約 7ヶ月もの長丁場となっている。
第 2に、活動量から見た平均像は、エントリーシート送付企業数21社、説明会参加社数25～





















































































3）図表 5 では「総合職」34 . 5％となっており、これに基づくならば決してマイノリティではない。しかし
既に述べたように、非提出者 2 割を考えると、総合職の構成比はかなり減少するだろう。それによって
もマイノリティにならないかもしれない。だが、古市彩（筒井ゼミ現 4 回生）の卒論研究（就職活動を
終えた 4 回生へのインタビュー）によれば、こうした採用コースの学生の中には「学内の友人・知人は
一般職の人が多いので悩みを共有できない」という趣旨のことを述べている者もいる。つまり、たとえ
総合職就職（希望）者が、一定割合いたとしても、ネットワークがないため、主観的にはマイノリティと
なっている、と考えられるのである。
